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情報処理教育における高級言語を用いた数理工学系アルゴリズム教育の改良

1 .緒言

本プロジェクトの概要は，次のごとくである.今3

工学部の数理工学(基礎)系の「ものづくり教育Jと

しての情報処理教育は，計算機の発達に伴い重要視さ

れつつあるここでの目標は，従来の教え方を改良し，

アノレゴリズム教育を初年次から高級な数式処理言語で，

少し高度なアノレゴ‘リズムの実際を学習し， 2年次から

の工学系における計算代数系の理論へと，より高度な

アノレゴリズムの容易な理解へ導く ，教育改善の試みを

行うこととする. このことは，座学で行う理論のみの

講義と実際の計算機利用とをリンクさせる，改良され

た教育の試みともいえる.具体的には次の2点の目的

を持って行った

1点目は，座学で行う数理工学系のアノレゴ‘リズム教

育は，学生の関心・積極的態度を引き出すという点で，

ともすれば，おろそかになりがちで、あった.今回の計

算機システムの数式処理など高級な言語を用いて実際

の出力と理論をリンクさせることにより，この点で大

きく前進した試みとする目的があった.

もう 1点は，逆に初学での計算機を用いた実習的授

業においては，学生の関心・積極的態度では十分だが，

内容的にはあまりに簡単な使用法や，簡単な現象の実

習に追われがちで、あった.今回のフ。ロジェクトではそ

の点の改良として，数式処理言語など高級言語を用い

ることにより，数理工学的に少し高度な現象のアルゴ、

リズムを見せたりすることにより，安易な方向になが

れないようにする目的もあった

2.具体的な改善方法1

1年次科目の「情報処理J(数理工学系のアノレゴ.リズ

ム教育)においては，従来の学科計算機のシステムを

更新 (OS:Windows vista， CPU目IntelCore2Duo)す

ることで，従来よりも，使用電力が少なくなり ，使用

ソフ トのパージョンもアップできて，処理速度 ・処理

能力の点から，数理工学系のアルゴ、リズム教育環境が

大幅に改善された.

また，そのことにより， 学生の興味 ・関心がかなり

進み，従来までの授業用プリン ト資料の内容も，より

今日にふさわしく少し高いレベルまでの教育ができ，

改善されるよ うになった.

実際例としてはー次の 3点が挙げられるー
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(1) LaTeX2eの基礎の習得・

これは，数式を多用する論文作成などに不可欠であ

る.LaTeX2eシステムは日本語pLaTeX2e，ビューア

は dviout および Adobereader，エディ ターはド

イツ開発の WinShellで、行った.

(2) Mathematica 7 数式処理言語で代表的なもの

である)の基礎の習得 :

これで微分積分学の記号計算J，r数列の一般項の
処理(再帰的アノレゴ、リズムと配列を用いた計算アルゴ、

リズムの違いを学習する)J， rグラフィックス ・プリミ
ティブ(積(容易な計算)と素因数分解(困難な計算)

を桁数について計算時間関数を 2次元にプロッ トして

みる 積は線形，素因数分解は指数型のグラフが見え

る)，r3次元ランダム ・ウオーク (3次元のグラフィ

ックス実習(マウスで、主軸変換が行えて見る角度が変

えられる)とランダマイズ関数の seedがかわってい

ることを見る)Jの実験など、を行った.

(3) (仮称)十進BASIC(他のBASICと違い， JIS 

規格に対応した FullBASICで行番号も必要と しな

いので，アノレゴリズム教育のためには良い言語であ

る): 

これで，ランダムな数列の扱い(ランダマイズ関数

の取り扱いをより深く学ぶ.中心極限定理の実験，円

周率を近似する実験(し、ずれもランダマイズ関数がか

かわる)などを行った.

3.具体的な改善方法2

2年次科目の「計算数学第一J(数理工学系のための

代数学(計算代数))においては， 代数学の群 ・環 ・体

といった抽象的な概念を，工学系で使われるアルゴリ

ズムの実際とリンクして，教育が行われることにより，

学生も興味を持って，授業を受けることが改良された.

この授業では，数理工学系のフ。ログラミングで現れ

る代数系の教育(拡張ユーク リッド互除法や，一意分

解整域における多変数多項式の因数分解の一意性な

ど)いわゆる 2年次における数理系アルゴ、リズム教育

を行うが，その際 2.の項目で、導入されたハードお

よびソフ トウェアを使えば，学生は，理論的な現象を

直観的に身につけることができる

実際例としては，次の3点が挙げられる.






